
宮崎豚吉田混泉群の藻類

(日本産視泉植物の研究第32報)

米国勇一*

Y. YONEDA: The ThermaI AI伊 eof the YOSHIDA Ho色
8prings in MIYAZA阻Pref，民知re，K:持品.u.(8加.diω

on也eThermal-sora of Japan， XXXTI.) 

南九州中央部の山岳重昼たる地域に於て馨島火山議とその北方にるる問見
マザキ

岳・矢岳遊山との聞に横たわる盆地を民幸盆地と栴する。との地方は宮崎牒

の南西部にあたり，川内川の最上流に位置する。川内川は流程約 126km.，

その流域に多数の祖泉が湧出しているが大牟は鹿児島県系に属している。宮崎

勝は面積の庚大友割合に温泉現象に乏しししかも鹿児島勝、境に接する地域

に限られている。即ち軍事島火山義を中心とする地帯には極めて多数の温泉が

るり，それらのうち宮崎県幕下にあるものは京町・吉岡・観音・雷・大玉・範樺・白

鳥・蝦野・カサ湯・蓮太郎・湯之元の諸温泉である。之等のうち京町温泉以下の

6温泉は良幸盆地にあって，ーの温泉鮮を形成し，吉田温泉群として知られ

‘てν、る。

筆者・は昭和 16年4月上旬に霧島火山議及びその周謹の温泉部類について

調査したのであるが，今回先歩吉岡温泉群に闘して報告する。併し観音・宙・

大王・~揮の 4温泉は誌類の生育を期待し得ぺき環境を依いていたので， 質

際上は京町・吉問の2温泉の諜類相に闘する報骨と主主るわけである。 倫白鳥

ilil泉その他については稿を改め，霧品i毘泉群としてまとめて報脅するととに

したい。

各温泉の櫛況

東町温泉古都線京町騨附近に湧出する一群の温泉を総栴する。良幸盆地

に於ける景勝の地を占め，梅抜240m.の高度に位する。 多数の源泉を有す

るが何れも単純泉と見なされている。 温泉藻類を認め得たのは良輔P湯・玉泉

官詰毘泉・共同湯の 3筒所であった。

勢京都大祭良皐淵~産皐教室
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(1)民砂湯 湧出孔に於て泉温 49.50C，pH 7.3であった。藻類の生育地立誌

を使11:J二女の 4位置に分けて記iliする。 St.1.一源泉貯湯槽及びそれに直結

する疏湯樋，イIlJれもコ ンク リート製。 jMJ{i1.38~49. 50C ， pH 7.3。貯湯村|j内に

はEi!J!Aρhanocaρ'sa fusco-lutea， Synechococcus elonglus v.αnψhigra-

nulatus， Oscillatoria Jovis， O. formosa. Phormidium laminosum， p. 

valderianum， P. fragile及び:E.t涼 Achnanihesexiguaを産 した。 疏湯

植の流~í~I:I~ に は A. fusco-lutea， P. fragileの2I:i~~誌のみが認め られた。向

潜在湯の糸温 290Cの微iKiL7K 中 に珪B.~ Fragilaria virescens， Pinnularia 

gibba， Nitzschia recta及び 1砲の Sρirogyraより成るノj、:併設がるった。

St. 2.一源泉の傍にある別の/J、j行湯柑及び縦湯の絶え十沈下する外壁包 糸i111

44~49.50C ， pH 7.3の柑内tとは Aρhanocaρ'sa f~ωco-lulea， Phormidium 

luridum， P. Coriumの3班誌を， ょik協 38. 5 ~48.80C ， pH 7.3の縦、比 には

Chroococcus minutus v. thermalis， Pleurocapsa minor， Oscillatoria 

tenuis， O. formosa， O. sρirulinoides (nov. sp.)， PhormidiU1?'L luridum， 

P. frαgile， P. Coriumの8!Ji~誌を産 した。 St.1 と共通な も のは 3 fJJi:I乞過

ぎ主主い。St.3.ー屋内に設けられた小貯湯問。 米首L490C， pH 7.3。 ととには

Aρhanothece nidulans， Phormidium luridumの2Ifit誌を産するのみであ

った。 St.4.ー上記 3貯場糟及び疏湯槌からi怪れたiI;UiUKが相常多古，:(CVTIじれて

い る地上。占í~1.I~1. 380C， pH 7.6。 との位置は屋外にる り ~J~il;日 も低く ， !IりIjtl:'j町;

落が蛮建 していた。 斑}~~は OsciII atori aの3和 (0.ρrznceρ's，O. limnetica， 

O. formosα)のみで，Phormidium， の数は全く S~ られ なかった。その他に

主!ぅi:!f， Stauroneis alabamae及び var.angulataをEEした。

(2) 玉泉i(Î0J:;l~弘 主~í~in\放in\の絡先;~:~するi!MAで， 屋外市町の小庭にー源泉

がある。 St.1.ー源泉Jt-j'湯柿， コンクリート製o jMJ~_ 48. 8~490C ， pH 8.10 

If:五r~~ Aρhanocapsa fusco-lutea， Oscillaloria acuminata， Phormidium 

fragile， P. lami仰 'sum，Lyngbya luteaの5和が小群落を形成しているに

過ぎなかった。St.2.-)行湯槽から桁J必へり|かれた コンク リート製疏湯樋ロ

樋内の説糸流は大休 450C以上のiKiL度をヰfしていたが， 永rJteの側ブJ去j晋には

32
0

Cの低調を:示す部分があり共蕗に Oscillatoriaformosaが少しばかり見

られた。

(3) 共同溺 源泉湧H円LI'L於て 51.50Cの高却を示し，pHは8.5で、あった。

St. 1.ー屋外に設置されたコンクリ ート製Jl'j'湯村?。 ょí~1Jf，L L190C， pH 8.50 車諜
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Aρhanocapsa fusco-lutea， Chroococcidiojう'sisthermalis， Oscillatoria for-

mosa， Phormidium luridumの4積が見られた。 St.2.ー貯湯槽からの悔湯

が地上に・出った微温水域。泉温 38.50C，pH 8.1。 との場所には特殊の蕊類群

落の宮芝生を認めた。 藍藻 Sρirulinasubsalsa， Oscillatoria tenuis， O. 

Cortiana， O. sPlendida，珪藻 Synedraulna v. OXy1叱vnchus，Rhoρ，alodia 

gibba， Cymbellaρ'rostrata， Navicula cryptocφhala，線藻 Microspora

floccosa，接合藻 Closteriumstriolafumの10種が混生していた。

吉田温泉官都線京町酵の北方約 3km.の地tz:(!うり，海抜約250m.の高度

を有し，矢岳の南麓に位する。との温泉場ほ地方庶民の療養地として議連:し

た来落で，ーに昌明寺温泉と稿し，また鹿の湯ともいわれる。泉質はアルカ

リ性決融泉で，温泉水の固形成分締、量は 4.6870gfLに及ぶという。源泉ほ 1

筒所のみで，湧出孔に於ける泉温は 490Cであると聞く。 源泉はコンクリー

トを以て被蔽保護してあるため泉温の測定はできなかった。温泉水は源泉か

ら直接疏湯管によって諸所に詮られて居り，温泉生物相の設建に釘越えE環境

はJ存在しなかった。僅かに導管の一部から温泉水が浪れている所に 2種の~

藻 Chroococcidiojう'sisthermalis， Lyngbya luieaが生育していたに過ぎな

い。糸iliil.890C， pH 6.5。

温泉産藻類分類目録

1.藍藻類 CYANOPHYCEAE

1. APha仰 capsafusco-lutea Hans，g.一一員砂湯 St.1， 45.10C， pH 7.3; 

St. 1，流泉， 47.50C， pH 7.3; St.2， 49.50C， pH 7.3;玉泉館 St.1， 490C， pH 

8.1 ;共同湯 St.1， 49C.C， pH 8.5。日本新報告。

2. Aphanothece nidulans P. RICHT・-一員砂湯 St.3， 490C， pH 7.30 

3. Chroococcus minutus 依.uTZ.)NλG.V町 .thermalis COPELAND一一員

砂湯St.2，溢湯， 460C， pH 7.30 

4. Synechococcus elongatus NλG.V，町.amρhigranulatusCOPELAND一一

民砂湯 St.1，49---49.50C， pH 7.30 

5. Chroococcidiopsis thermalis GEITLER.-一共同湯 St.1，慌湯， 490C，

pH8.5;吉岡温泉， 390C， pH 6.50 

6. Pleurocω:psa minor HANSG. em. GEITLER-一員砂湯 St.2，粧湯，

460C， pH 7.30 
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7. Sρirulina subsalsa OERST.-ーー共同湯 St.2，37.50C， pH 8.5。

8. Oscillatoriα ρrinceρs VAUCH--~!1&l~j St. 4， 380C， pH 7.6。オ三材・

米! の糸1U;;休は筏 30~33μ で‘あった。

9. Oscillatoria tenuis AG.--J!H&湯 St.2，・幽払 460C，pH 7.3 ;共同湯

St. 1， 37.50C， pH 8.5。

10. Oscillatoria limnetica LEMM・一一毘砂湯 St.4，380C， pH 7.6. 

11. Oscillatoria Jovis COPELAND一一員砂湯 St.1， 38~45 . 10C ， pH 7.3。

糸i山本の長さは概ね 100μ以下であった。

12. Oscillatoria sρirulinoides YONEDA， 

nov. sp.一一良砂湯 St.2，出湯，38SC， pH 

7.3。

糸1/J~休は孤立し，他の認知の IHJ K 散生す

る。高11 1胞糸は将~ね短く て長さ 60~300μ 位， 也

市・緩やか君主蝶肱7uく回続を成 しているが，往 k

l:ilK 1同HJ!し或いは11¥作k 芭制服のと とも b

る。首i部に於て慌かK縦れ， l.6~2.0μ の純

生有する。 品[11胞はブ~]Ijであるが蹴ね短く 1

~2μ の長さを有 し， 糸1I!d本の全長κエLって

I"J)I予同大である。 原形質は均11で淡!!f!Z私色を

Y，し，特殊の山1粒左賊するととはない。頂引ii

*[11胞は!f;if! ~jl !lii，tK格 り，特別な控Jr:bは認め られ

泣い (1面1'0

ヱド謀!会 Oscillatoria formosa の ~ii判じ1'1 に

出生していた。甚だ徴ノj、な誌で、基うるから，低

院の蹴大容で検事:iするときは看過し品く ，ま

プζ飾部の経れも認め異1&い。

Oscillαtoγ似 spir-ulinoules
YONEDA， nov. Sp. 

(a， c， X 225; b， X 500) 

13. Oscillatoria sρlendida GREV.一一共同湯 St.2，37.5
0
C， pH 8.50 

14. Oscillatoria acuminata GOMONT-一一玉泉ifr¥St. 1. 48.8
0
C， pH 8.10 

15. Oscillatoria formosa BORY一一員砂湯 St.1， 40~41. 90C ， pH 7.3; 

St. 2，猛毒湯，38.50C， pH 7.3; St.4， 380C， pH 7.6 ;玉泉館 St.2， 32
0
C， pH 

8.1 ;共同湯 St.1， 490C， pH 8.5。優1:'5種。

16. Oscillatoria Cortia仰 MENEGH・一一共同湯 St.2，37HC， pH8.50 

- ()ー



10 泌 すJi 第 2!{E 移1~}R IIWW 29&ド5J1 

17. Phormidium fragile (MENEGH.) GOMONT一一四i少湯 St.1， 41.9~ 

4;5.10C， pH 7.3; St. ]，流~í~ ， 47.50C， pH 7.3; St.2，陥湯，460C， pI-I 7.3 ;玉

泉ilI¥St. 1， 48.80C， pH 8.10 

18. Phormidium laminosum (AG.) GOMONT一一民砂湯 St.1， 490C， pH 

7.3; ::1;: ~í~ln 'i St.1， 490C， pH 8.1。

19. Phromidium Corium GOMm汀一一-fft砂湯 St.2， 44~450C ， pH 7.30 

20. Phormidium valderianum (DELP.) GOMONT一一民砂湯 St.1， 49~ 

49.50C， pH 7.3; St.2，海湯，45SC， pH 7.3。

21. Phormidium luridum (KむTZ.)GOMONT一一民砂湯 St.2， 44~49.50C ， 

pH 7.3; St.2，出湯，48.80C， pH 7.3; St. 3， 490C， pH 7.3 ;共同湯 St.1， 

490C， pH 8.50 

22. Lyngbya lutea (AG・)GOMONT-::H長官'r'iSt. 1， 48.80C， pH 8.1 ;古

111i.liiLょiL390C， pH 6.5。

II. 到~ "ii& om BACILLARlOPHYCEAE 

23. Fragilaria virescens RALFS一-]1砂湯 St.1，縦湯290C，pH7.3。

24. Synedra ulna (NlTZSCH) EHRB. var. oxyrhynchus (KUTZ.) van 

HEURCI<.一一共同湯 St.1， 37SC， pH 8.50 

25. Achnanthes exigua GRUN.-一員砂湯 St.]， 38~40oC ， pH 7.3。珪誌

のう ちでは故も多設に探 した。

26. Stauroneis alabαmae HElDEN--.iIT砂湯 St.4， 380C， pH 7.60 

27. Stαuroneis alabamae var. Angulala HElDEN--!IT砂湯 St.4， 380C， 

pH 7.60との鑓種は基本駆と11t生していた。何れも波長 100μ位， ql i~ 27~30 

μで、あった。 日木ii;υiuzF;としては刑者・共に;相内抗告。

28. Navicula cryρtoceρhala KUTZ.一一一共同湯 St. 1， 38.50C， pH 8.5。

29. Pinnularia gibbαEHRB・ーーー民砂湯 St.1，慌湯，290C， pH 7.30 ~波

長 54~90μ。 円本i.IriUit産としてXy門技台。

30. Cymbella trostrata但ERK.)CLEVE--共同湯 St.1， 37.50C， pH 8.50 

殻長27μ，幅 ]2μ。日オ吋jil永IZ:として新報骨。

31. Rhoραlodiα gibba (EHRB.) O.MむLL・一一一共同湯 St.2，37.50C， pH 

8.5。殻長 75μ，幅 20μ。稀iili。

32. Nitzschia recta HANTZSCH一一良砂湯 St.1， 290C， pH 7.3。殻長69

~75 ん帆 5~7μ。 /:1 木imL糸 j主として新報告。

-10ー



米関: 前崎牒吉岡 il':IUJ~iff:の談類 11 

III.繰 誌劃 CHLOROPHYCEAE

33. Microsρora fioccosa CV AUCH.) THUR一一共同湯 St.2，37.50C， pH 

8.5。 日本温糸産として到刊誌背。

IV. 接令部野 ZYGOPHYCEAE

34. Closterium striolatum EHRB.ー一一共同湯 St.2，37.50C， pH 8.50 f.iij 

記 Microsρorafioccosa と混生していた。出i ll iiÍi休の大きさは長さ 285~353μ，

~h; 42~50仏頂端部の幅 9~ 10μ。 日 本温糸庄と してはJJí'報.L~j 。

35. Mougeotia sp.一一-:J与同湯 St. 2， 37.50C， pH 8.5。 オヰ主主はJ-:.言己 M. 

fioccosa， C. striolatumの2混と混生していた。

36. Sρirogyrαsp.一一 民 砂湯 St.1， tf;~湯 ， 290C， pH 7.3。前記Mougeotia

と同総に接令胞子が形成されていないため，和1'1の決定は不可能であった。

総 括

吉 川油!糸川ーのうち蕊掠!をつ主したのはヂI'iかに京111]"及び古川の 2~I日 糸のみであ

る。 京町詔lAでは If}~:藻 20fili: 2控訴，rl主主主 9杭 1鑓百(，紘蕊1利，接令部3

日1:，令計33和 3縫麗に及ぶ多数が検111，されたのに封し，古Ellil，Viuc於 て は

仰かに 2Bi:の斑誌が見られたに過ぎない。 JWiliの各誌奈良・併につき生育il屯|元!の

I限度及び pHをダくに表示する。

rt~五巨額

i民}i[ 日2-49.50C

pH 7.:':-8.5 

J'J 泌すm
20-40'C 

7.:j-8.5 

~~旬，~~m

:_~7 .50C 

8.1 

抜合主張;1m
2~)-υ7.50C 

京I1ljÿl{Hí~の如きょt較的小地域の調子fK於て多虫Iの若rr掠!を:W提出しl 'ふたと と!ま

花円にもü.する。誌類推落の主主与柿成L\ lif~1í:長J[!!J.止の出liから も ， またiiUIりにも監

誌であるが，~. .1'K末、献体を成すものが多く，就~I=I Oscillatoria， Phormidium 

KJJ~するものが多いと と は著 し く ! l:u:つ。{長占日ーとしてl::i:O. formosaを指

摘 しれj る。 --~此K油!糸拡誌としては判:iJ!ji (I"J td: fjli~釘lが大部分であ り ， またーお?

訴が殻凡 されたととも興味がある。然るに典型I'I"Jti. il~υ'J~Iff~~涼 Mastigocla

dus laminosus Cm-IN は はられない。王 I~誌は抑制』止に於てはがJ 28% を占め

ているにも拘わらや量的には~ilに他誌の 1i \1 i'Zこ混生してい るlY-.1立に過ぎない。

尚珪球・紘訣・接合誌の'Hl5たが認められた場所は，降水その他による淡水の影

~J!. を交け易いも の と忠われた。
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本報告により新に日本産温泉植物目録に加えられるべきものは藍藻2種

噺種を含む)，珪藻4種 1饗種，続藻1種，接合藻 1種でるる。

附記本稿の完成したのは 1941年でるったけれEも， 格戦前後の欣況の

下に護表の機合に蕗まれ1j:かった。営時格別の援助事と賜った思師i小泉源一博

士に封し満腔の感謝を捧げる。また研究費を柿助せられたその頃の帝閤串士

院に謝意を表する衣第である。

R白ume

Miyazaki Prefecture is mωtly occupied by也e. Mesozoic fo即時，ionsand has 
a smaIl number of b抗日iprings. 1伊国us.rocks，however，釘edistribuぬdin the 
sou也 wes句!'n開抗 ofthe district，阻dwe have several hot springs in the valley 
amongM:創出ihiIls Iyingもothe north of Kir油加avol捌 .oes. 恒 esehot sprin伊
form the so唱lIedY噛 idaHot Spring Group including Ky，δmachi， Y，吋rlda，
Kannon， Kaminari， D必o，Kamezawa， etc. 

The writぽ凱lrVeyedalgologicaIly也esehot可lrin酔 inApril 1941， and found 
tbeir thermal vegetations，凶awhole， were rather poorly developed. The泊.ern'lal
alg踊 weregrowing only in the two hot springs of KylδImachi and Yω凶nda.
De匂cting也ematerial， he was able 句 identify33 species and 3 varie'討倒 in
a1l， including 22匂'anophy，ω叫 10BaciII泣iophy，偶蹄， 1 Chlorophyωae， and.3 
Zygophyl伐鵬・

In Kyomachi (simpleめermaIs)首lewatぽ temperaturewhere the algal growth 
W凶 obsぽ vedranged from 290C句 49.50Cand its pH from 7.3 to 8.5. Al1 36 
plants were found here. 日epredominance was represented by Osculαtor伽
formosa. In Yoshida (伺rbonatespring)伽 th凹 nalal酔 lgrowth was found tο 
be very poorIy developed and only 2 speciωof Cyanophyceae (Chroococc姉 :opsis
the円nalぬ，Lyngbya lutea) were ob圃ervedgrowing in water at tempぽ ature
:.l90C and pH 6ふ

A list of世1e也ぽmalalgae was given. By the present. research 7 species 
and 1 variety wぽ enewly added to也.eJapanese thermal flora. They were as 
follow宮 Aph仰 ocαpsafU8co-lutea， Stauroneisαtαbamae， do・var.angulωa， 
P伽側lariagめba，Oymbell，αprostra叫 Nitzschiarectil， M伽・osporaftoccosa， 
Closter伽 nstriolαtum.. And a new species of匂担.ophyc伺 ew:凶 alsodescribed. 
To鴎:tisfythe IntE控nationalRules of Botani伺 1Nomenclature， the short diagnosis 
of the alga is given below: Osculαtor伽 spirul.伽oidesYONEDA， nov. sp. Tri-
chomatibus brevis，' usque ad 300μlongis， pJ，四lmquein spir;倒 laxasirregulares， 
raro flemωis vel rectis; ad genicula leviterωm恰ictis，] .5-2.0μdiam.， apicibus 
non attenuatUl ;田Hulisquadratis vel bre計oribus，1-2μlongis; pro句'pl偲 mate
homo酔 neo，ad geni回 lanon granulato， sub儲割増'in，似!O;cellulis apicalib四 rotun-
da也， ωlyptranulla. (Fig.) 
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